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上
河
内･

下
河
内･

上
小
深
川･

下
小
深
川･

藤
の
木･

河
内
南
の
氏
神
様

上
半
期
の
災
い･
禍
事･

罪･

過
ち
の
お
祓
い

わ
ざ
わ

ま
が
ご
と

は
ら

夏
越
神
事
に
お
参
り
下
さ
い

宮
司

山
田

茂
雄

７
月
５
日(

日)

夏
祭
り･
夏
越
神
事

な

ご

し

の

し

ん

じ

午
後
２
時

河
内
神
社

神
社
前
庭
に
て
上
半
期
の
災
い
・
禍
事
・
犯
し

て
し
ま
っ
た
過
ち
を
祓
い
清
め
る
『
大
祓
』
と
『
茅

の
輪
く
ぐ
り
』
を
行

い
ま
す
。

次
い
で
神
社
拝
殿

に
て
、
下
半
期
我
々

の
生
活
に
大
き
な
災

い
が
な
き
よ
う
、
神

様
の
御
加
護
を
お
祈

り
す
る
『
夏
祭
り
』

を
行
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
ご
参

列
い
た
だ
け
ま
す
。

と
も
に
無
病
息
災
を
祈
り
ま
し
ょ
う
。
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夏
越
神
事
の
お
祭
り
と
行
事

夏
越
大
祓

罪
穢
れ
の
お
祓
い

な
ご
し
の
お
お
は
ら
い

皆
様
の
人
形
を
ご
神
前
に
納
め
、

ひ
と
が
た

参
列
者
全
員
で
大
祓
の
祝
詞
を
唱

の

り

と

和
し
ま
す
。
そ
の
後
、
切
麻
（
麻

き
り
ぬ
さ

と
和
紙
の
小
片
）
を
撒
い
て
、
自

分
の
体
を
祓
い
清
め
ま
す
。

祓
い
清
め
の
後
に
、
お
焚
き
上

げ
を
し
て
、
人
形
に
移
し
た
罪
や

ひ
と
が
た

穢
れ
を
火
の
力
で

祓
い
除
け
ま
す
。

茅
輪
神
事

無
病
息
災
の
神
事

ち

の

わ

し

ん

じ

茅
の
輪
は
「
備
後
風
土
記
」
に
登
場
し
ま
す
。
貧
し

い
な
が
ら
も
蘇
民
将
来
は
、
武
塔
の
神(

素
戔
嗚
尊)

に

そ
み
ん
し
ょ
う
ら
い

む

と
う

す
さ
の
お
の
み
こ
と

一
夜
の
宿
を
貸
し
て
も
て
な
し
ま
す
。
そ
の
お
礼
に
武

塔
の
神
は
、
「
蘇
民
将
来
の
子
孫
と
言
っ
て
、
茅
の
輪

を
腰
に
付
け
た
人
は
疫
病
に
罹
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
話
に
登
場
す
る
素
戔
嗚
尊
は
河
内
神
社
の

御
祭
神
（
河
内
旧
八
社
の
一
つ
、日
吉
神
社〔
権
現
さ
ん
〕

の
神
様
）
で
す
。

神
職
が
先
導
し
、
茅
萱
で
で
き
た
茅
の
輪
を
８
の
字

ち

が
や

男

夏
越
大
祓

人
形

ひ

と

が

た

女

不
足
す
る
場
合

(
は
コ
ピ
ー
で
も)

構
い
ま
せ
ん

人
形
の
使
い
方

一
人
ご
と
に
、
①
氏
名
・
年
齢
を
記
入
し
、
②
体
を

さ
す
り
、
③
息
を
吹
き
か
け
て
身
に
付
い
た
半
年
間

の
罪
や
穢
れ
を
移
し
、
④
神
社
へ
当
日
ご
持
参
く
だ

さ
い
。
（
当
日
参
加
で
き
な
い
方
は
、
事
前
に
人
形
を
ご

ひ
と
が
た

持
参
く
だ
さ
い
。
ほ
か
の
方
に
託
さ
れ
て
も
結
構
で
す
。

人
形
は
当
日
ま
で
社
頭
に
も
用
意
が
あ
り
ま
す
。
）

人
形
は
、
事
前
に
地
区
の
氏
子
総
代
さ
ん
を
通
じ
て
、

ひ
と
が
た

各
家
庭
へ
配
っ
て
頂
き
ま
す
。
総
代
さ
ん
が
不
在
の
地

区
（
藤
の
木
、
河
内
南
、
遥
花
な
ど
）
の
方
は
、
本
紙

は

る

か

の
人
形
を
切
り
抜
い
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

ひ
と
が
た
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を
描
く
よ
う
に
３
回
く
ぐ

り
、
「
水
無
月
の

夏
越
し

み

な

づ
き

の
祓
え
す
る
人
は

千
歳

ち

と
せ

の
命

延
ぶ
と
い
う
な
り
」

の

と
唱
え
、
祓
い
清
め
て
無

病
息
災
を
祈
り
ま
す
。

新
し
く
下
半
期
を
迎
え
る

た
め
の
伝
統
の
神
事
で
す
。

茅
の
輪
は
、
６
月

日
28

か
ら
７
月

日
ま
で
河
内

15

神
社
の
境
内
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。
お
参
り
の
作
法

は
、
茅
の
輪
に
表
示
し
て
あ
り
ま
す
。

夏
祭
り

初
穂
を
供
え
て
安
寧
を
祈
る

夏
越
神
事
の
後
、
参
拝
の
皆
様
と
拝
殿
に
上
が
り
、

夏
の
暑
さ
に
負
け
ず
健
康
で
家
庭
平
穏
に
過
ご
せ
る
よ

う
、
ま
た
、
風
水
害
や
害
虫
な
ど
の
災
害
が
起
こ
ら
な

い
よ
う
、
氏
子
の
皆
様
か
ら
奉
献
さ
れ
た
お
初
穂
を
、

神
様
に
お
供
え
し
て
お
祭
り
を
行
い
ま
す
。

河
内
神
社
へ
の
ア
ク
セ
ス
〔
周
辺
図
〕

夏
の
御
守

お

ま

も

り

─

ち
の
わ
─

平
安
時
代
以
前
か
ら
、

小
さ
な
茅
の
輪
と
蘇
民
将

来
札
を
災
難
除
け
、
健
康

の
御
守
と
し
ま
す
。
平
安

末
期
の
歌
に
も
あ
る
よ
う

に
夏
越
大
祓
は
長
寿
の
神
事
と
信
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

茅
の
葉
で
輪
を
結
び
、
中
に
入
れ
て
身
に
つ
け
ま
す
。

茅
之
輪
御
守
３
０
０
円
。
河
内
神
社
で
期
間
限
定
頒
布
。

戦
没
者
追
悼
の
会
を
開
催

忠
魂
社

例
祭
で

４
月

日
、
忠
魂
社
例
祭
に
引
き
続
き
、
今
年
は
戦

29

後

年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
戦
没
者
追
悼
の
会
を
行

70
い
ま
し
た
。
地
区
の
遺
族
会
を
は
じ
め
、
有
志
の
方
々

名
参
加
の
も
と
、
平

55和
の
誓
い
も
新
た
に
懇

親
の
場
を
持
つ
事
が
で

き
ま
し
た
。

会
で
は
、
河
内
地
区

の
長
老
で
従
軍
経
験
の

あ
る
郷
一
将

、
栗
田

さ
ん

隆
三

に
当
時
の
話
を

さ
ん

し
て
頂
き
ま
し
た
。
お

二
人
と
も
月
日
ま
で
、

は
っ
き
り
と
記
憶
さ
れ
て
お
り
、
辛
か
っ
た
こ
と
な
ど
、

心
に
響
く
お
話
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

(

宮
司)

戦
後

年
靖
國
神
社
参
拝
の
旅

や

す

く

に

70

戦
後

年
を
迎
え
、
６
月
３
日
～
５
日
、
総
勢

名

70

42

参
加
の
も
と
、
河
内
神
社
と
河
内
遺
族
会
は
、
明
治
以

降
に
国
の
た
め
に
尊
い
命
を
捧
げ
ら
れ
た
全
国
の
英
霊

を
お
祀
り
す
る
靖
國
神
社
を
参
拝
し
、
感
謝
の
念
を
捧

げ
、
平
和
を
誓
う
旅
を
行
い
ま
し
た
。
２
日
目
は
明
治

神
宮
参
拝
、
皇
居
参
観
、
３
日
目
は
浅
草
な
ど
都
内
観

光
、
３
日
間
と
も
に
天
候
に
恵
ま
れ
、
貴
重
な
体
験
と

心
に
残
る
旅
に
な
り
ま
し
た
。

(

宮
司)
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〔
寄
稿
〕
靖
國
神
社
旅
の
感
想

河
内
遺
族
会
会
長

西
本
春
人

６
月
３
日
、
河
内
神
社
主
催
の
旅
に

名
が
新
幹
線

42

で
出
発
し
ま
し
た
。

ま
ず
靖
國
神
社
で
神
官
に
導
か
れ
て
昇
殿
、
玉
串
奉

奠
・
参
拝
を
す
ま
せ
、
し
ば
し
英
霊
を
偲
ん
で
昔
に
思

い
を
馳
せ
ま
し
た
。
普
通
で
は
上
が
れ
な
い
特
別
拝
殿

で
参
拝
で
き
、
感
激
の
極
み
で
し
た
。
靖
國
神
社
は
「
国

を
靖(

安)

ん
ず
る
」
す
な
わ
ち
「
平
和
な
国
家
を
建
設

す
る
」
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

境
内
に
あ
る
遊
就
館
で
は
、
英
霊
の
遺
書
、
遺
言
、

遺
品
等
貴
重
な
史
資
料
が
あ
り
、
心
を
う
た
れ
ま
し
た
。

明
治
神
宮
で
も
正
式
参
拝
さ
せ

て
頂
き
、
神
楽
殿
で
は
巫
女
さ
ん

に
よ
る
神
楽
「
倭
舞
」
の
優
雅
な

や
ま
と
ま
い

舞
い
を
拝
見
し
ま
し
た
。
代
々
木

の
森
の
緑
を
満
喫
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
皇
居
の
一
般
参
観
、
昭

和
天
皇
記
念
館
見
学
、
東
京
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
見
学
、
隅
田
川
下
り
、
築
地
場
外
市
場
散
策

な
ど
、
２
泊
３
日
の
充
実
し
た
楽
し
い
旅
で
し
た
。
心

配
さ
れ
た
雨
も
家
を
出
る
と
き
か
ら
止
み
、
傘
の
い
ら

な
い
日
和
り
で
し
た
。

旅
行
に
あ
た
り
、
山
田
宮
司

、
先
本
総
代
長

、

さ
ん

さん

大
森
八
幡
神
社
総
代
長
高
下

、
添
乗
員
の
兼
田

、

さん

さん

お
世
話
を
頂
い
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〔
寄
稿
〕
終
戦

年
記
念
旅
行
に
参
加

70

敬
神
婦
人
会
監
事

高
原
光
子

河
内

神
社

今
年
は
終
戦

年
と
い
う
年
を
記
念
し
「
靖
國
神
社

70

昇
殿
特
別
参
拝
と
昭
和
天
皇
記
念
館
の
旅
」
に
参
加
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
日
本
国
そ
し
て
被
災
地
広
島
に
生

ま
れ
育
ち
、
戦
争
体
験
は
な
い
私
で
す
が
、
靖
國
神
社

は
生
涯
一
度
は
訪
れ
て
見
た
い
所
で
し
た
。
２
４
６
万

６
千
余
柱
の
尊
い
命
と
ひ
き
か
え
に
、
今
の
私
達
の
幸

せ
が
あ
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
の
参
拝
。
戦
後

年
経

70

っ
て
も
問
題
は
山
積
み
し
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
、

安
保
法
案
が
土
台
か
ら
崩
れ
つ
つ
あ
る
危
機
感
…
。
難

し
い
こ
と
は
凡
人
の
私
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
英
霊

の
写
真
や
、
遺
書
・
遺
品
等
々
の
展
示
物
を
拝
見
し
、

子
や
孫
の
未
来
を
思
う
時
、
改
め
て
平
和
に
つ
い
て
考

え
さ
せ
ら
れ
、
机
上
の
勉
強
だ
け
で
な
く
貴
重
な
体
感

を
さ
せ
ら
れ
る
教
育
を
と
思
う
ば
か
り
で
す
。

２
日
目
の
皇
居
一
般
参
観
で

は
、
美
し
く
整
備
さ
れ
た
皇
居

内
９
箇
所
を
巡
り
、
中
で
も
一

般
参
賀
が
行
わ
れ
る
宮
殿
東
庭

の
バ
ル
コ
ニ
ー
が
低
い
位
置
に

あ
っ
た
の
が
驚
き
で
し
た
。
少

し
で
も
尊
顔
で
き
る
よ
う
に
配

慮
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

が
、
「
開
か
れ
た
皇
室
」
と
は

い
え
、
各
メ
デ
ィ
ア
等
に
皇
室

関
連
情
報
が
あ
ま
り
に
も
公
開

さ
れ
過
ぎ
な
の
で
は
な
い
か
と

反
っ
て
心
配
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
明
治
神
宮
で
の
正
式
参

拝
は
初
め
て
で
し
た
が
、
神
宮

内
拝
殿
に
轟
き
渡
る
大
太
鼓
の

音
と
共
に
荘
厳
な
空
気
が
流
れ

る
中
、
祈
願
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
宴
会
も
サ
プ
ラ
イ
ズ

で
美
し
い
浅
草
舞
い
の
芸
子
「
振
袖
さ
ん
」
の
出
演
で

大
い
に
盛
り
上
が
り
、
目
尻
も
下
が
り
鼻
の
下
も
伸
び
、

唄
に
余
興
に
楽
し
い
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。

梅
雨
入
り
で
雨
の
心
配
も
し
ま
し
た
が
、
一
度
も
雨

傘
を
広
げ
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
爽
や
か
な
緑
の
風
の

中
で
浅
草
、
隅
田
川
下
り
、
築
地
と
存
分
に
楽
し
み
、

ご
一
緒
し
た
地
域
の
皆
様
と
交
流
も
で
き
、
普
通
の
ツ

ア
ー
と
違
っ
た
実
り
多
き
旅
と
な
り
ま
し
た
。
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
方
々
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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上
河
内･

下
河
内･

上
小
深
川･

下
小
深
川･

藤
の
木･

河
内
南(

彩
が
丘)

の
氏
神
様

河
内
神
社
の
こ
よ
み
〔
平
成

年
下
半
期
〕

27

７
月
５
日(

日)

午
後
２
時

夏
祭
（
夏
越
神
事･

大
祓
）

な

ご

し

７
月

日(
日)

午
後
２
時

祇
園
祭(

御
旅
所
御
神
幸)

お

た

び

し

ょ

し
ん
こ
う

19

８
月

日(

金)
午
後
７
時
半

献
灯
祭

こ
ろ

14
日

日(

土)

午
後
６
時
半
秋
祭
前
夜
祭(

神
楽
奉
納)

か

ぐ

ら

10

10
月

日(

日)

午
後
２
時

秋
祭
（
例
大
祭
）

10

11
月

日
前
後

七
五
三
祭

11

15
月

日(

日)

午
後
２
時

新
嘗
祭
（
大
祭
）

に
い
な
め
さ
い

12

13
月

日(

木)

午
後
６
時

除
夜
祭
（
大
祓
）

12

31

毎

朝

日
供
祭

に

っ

く

さ

い

毎
月
１
日
・

日

月
次
祭

つ
き
な
み
さ
い

15

幸
せ
つ
な
が
る

河
内

神
社

○̍

検
索

地
域
の
ご
祈
願
は
河
内
神
社
で

地
元
を
守
護
す
る
「
幸
せ
ス
ポ
ッ
ト
」

〔
神
社
で
の
祈
願
祭
〕

初
宮
参
り
・
安
産
祈
願
・
歳
祝
い

と

し

合
格
祈
願
・
就
職
祈
願
・
厄
祓
い

や

く

ば

ら

良
縁
成
就
・
七
五
三
祭
・
車
祓
い

安
全
祈
願
・
商
売
繁
盛
な

ど

〔
現
地
で
の
祈
願
祭
〕

地
鎮
祭(

新
築)

・
家
祓
い(

入
居)

じ

ち

ん

さ

い

神
棚
祭
・
井
戸
祓
い
・
安
全
祈
願

開
店
祭
・
上
棟
祭
な

ど

不
明
な
こ
と
や
内
容
、
日
時
な
ど
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

河
内
神
社
社
務
所

(

０
８
２)

９
２
８-

２
２
８
３

各
種
御
守
・
御
札(

神
棚)

必
勝
祈
願･

旅
行
安
全･

良
縁
結
び

頒
布
中
。
御
朱
印
も
受
付
。

梛
之
葉
御
守
３
０
０
円

河
内
神

社
限
定

こ
れ
か
ら
の
河
内
神
社
の
お
祭
り

祇
園
祭

７
月

日
、
河
内
神
社
の
御
祭
神
の
う
ち
、

19

素
戔
嗚
尊
を
元
の
お
社
（
日
吉
神
社
〔
権
現
さ
ん
・
旧

す
さ
の
お
の
み
こ
と

や
し
ろ

下
河
内
村
社
〕
）
に
お
迎
え
し
、
地
区
の
人
々
の
安
寧

を
願
う
お
祭
り
を
し
ま
す
。
前
夜
は
下
河
内
集
会
所
で

神
楽
、
当
日
は
境
内
で
子
供
相
撲
大
会
が
あ
り
ま
す
。

献
灯
祭

お
盆
の
８
月

日
の
夜
、
拝
殿
に
提
灯
を

ち
ょ
う
ち
ん

14

吊
し
、
皆
様
の
先
祖
の
御
霊
を
迎
え
て
お
祭
り
を
し
ま

み

た

ま

す
。
そ
の
後
、
小
学
校
で
盆
踊
り
大
会
が
あ
り
ま
す
。

例
大
祭
（
秋
祭
）

今
年
は

月

日
に
、
例
大
祭

10

11

（
秋
祭
）
を
執
り
行
い
ま
す
。
日
本
人
の
命
の
源
、
稲

み
な
も
と

の
収
穫
に
あ
た
り
、
豊
か
な
実
り
に
感
謝
し
、
今
後
の

御
加
護
を
祈
る
、
大
事
な
お
祭
り
で
す
。

俵
御
輿
奉
納

例
大
祭
の
後
、
各
地
を
巡
行
し
た
俵

御
輿
が
境
内
に
集
結
し
ま
す
。

前
夜
祭
（
神
楽
奉
納
）

例

大
祭
の
前
夜
（
今
年
は

日)

、

10

地
元
の
上
河
内
神
楽
団
に
よ
る

花
火
と
神
楽
奉
納
が
あ
り
、
雄

壮
な
舞
を
披
露
し
ま
す
。
河
内

神
社
に
は
上
河
内
神
楽
団
と
下

河
内
神
楽
団
が
あ
り
、
毎
年
交

互
に
神
楽
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

夜
店
な
ど
も
出
て
沢
山
の
参
拝
者
で
賑
わ
い
ま
す
。

七
五
三
詣

月

日
は
七
五
三
の
お
祝
い
の
日
で

も
う
で

11

15

す
。
氏
神
様
に
ご
報
告
し
、
お
子
様
の
幸
福
と
健
康
を

祈
り
ま
す
。

月
中
旬
～

月
中
頃
ま
で
受
付
。

10

11

河
内
神
社
で
は
一
年
を
通
し
、
豊
作
を
祈
る
春
祭
、

上
半
期
の
厄
を
祓
う
夏
越
神
事
、
収
穫
に
感
謝
す
る
秋

祭
、
一
年
の
幸
せ
を
願
う
歳
旦
祭
な
ど
の
お
祭
り
、
色

々
な
行
事
を
通
じ
て
地
域
の
幸
せ
を
つ
な
ぎ
ま
す
。

河
内
神
社
敬
神
婦
人
会
だ
よ
り

神
社
の
桜
が
満
開
の
４
月

４
日
、

名
参
加
の
も
と
花

22

見
も
兼
ね
て
、
今
年
度
の
総

会
が
行
わ
れ
、
行
事
・
予
算

に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

５
月

日
の
広
島
県
敬
神

13

婦
人
会
総
会
・
研
修
会
（
於

・
呉
市
）
へ
は
、
河
内
か
ら

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

10

た
。
海
上
自
衛
隊
基
地
で
は
、
護
衛
艦
「
い
せ
」
に
乗

船
、
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。
最
新
の
装
備
が
戦
争

に
使
わ
れ
る
こ
と
な
ど
な

い
よ
う
に
と
強
く
思
い
ま

し
た
。

今
年
度
は
秋
に
日
の
丸

の
小
旗
作
り
（
皇
居
で
新

年
参
賀
な
ど
に
使
用
）
を

初
め
て
行
う
予
定
で
す
。

会
員
募
集
中
で
す
。
と

も
に
活
動
を
…
と
思
わ
れ

る
方
は
、
河
内
神
社
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。


